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はじめに

①ワイヤレス膜厚計はプローブ（測定部）からの信号を、無線で本体へ送信するワイヤレス方式を採用しています。 従来のケーブ

ル方式と比べ操作性が著しく向上し、ケーブル切断などのケーブル方式固有のトラブルから解放されます。

②本器はプローブと本体との距離を2~3m程度以内と想定して設計されています。 これ以上離れると測定ができないか、測定に長

い時間がかかる場合があります。 またプローブと本体との間に遮蔽物があるときや、大きな屯磁波ノイズが周囲に発生している

ときも同様な状態となることがあります。

③ワイヤレス 11葵厚計は相互の滉信防止のため、周波数チャンネルを 10種類 (CHl-CHlO) 用意しています。 チャンネルは固定で

可変的なものではありません。 また、プローブと本体は同じチャンネル No．でなければなりません。

同一チャンネルの膜原計を近接して ( 15m以内）動作させると滉信するおそれがあります。 複数台数を使用するときにはあら

かじめチャンネル No. を指定して購入し、同ーチャンネルとならないように注意してください。

④本器は日本国内の屯波法に準じて製作しております。 外国での使用はその国の法規に抵触する可能性があり ま す。 該当国の関連
法規を調査のうえ使用されることをお勧めします。

⑤屯磁波を利用したリモートコントロール機器を近傍で使用する際は、事前に動作試験を行い）I葵厚計との間で相互に干渉がないこ
とを確認してください。
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1 ■ ワイヤレス膜厚計LE-200Wについて

LE-200W型はプリンタ内蔵型のワイヤレス膜原計です。

測定プローブは一点接触定圧式ですから、安定した測定値が得られます。

〈特長〉

①プローブをワイヤレスとしたためケーブル切断による事故

が防げるうえに、操作性が格段に向上しました。

②検量線メモリ機能を採用しました。

屯源を切っても、濶整済みの検lit線を コ ンピュ ータが記憶 (4種）

しています。 同一測定対象であれば、 2度目からはめんどうな聞

整なしに測定ができます。

③簡単な統計処理ができます

筒単なキー操作で、測定回数•平均値・標準偏差 •最大値•最

小値·ブロック番号などの統計処理ができます。

④データメモリおよび RS232C 出力端子を装備しています。

内蔵プリンタによって測定値や統計計節、日付．ロット番号な

どのコメントを即座にプリントアウトしたり、同じ内容を RS-

232C で出力することができます。 また、様作終了後にも、測定

値や統計計豹結果、コメント入力内容を他のプリンタやコン

ピュータヘ一括して転送することもできます。

〈適用〉（測定対象）

電磁式：磁性金属上の非磁性被膜の測定
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2. 仕様
測定方式 電磁式

測定対象物 鉄 ・ 鋼（磁性金属）上の非磁性被膜

測定範囲 0-1500µmまたは60.00mils

測定精度 50pm未満： 士0.3 µm（絶対誤差）

50 µm以上： 土2% （相対誤差）

分解能 100 µ m未満O.l µ m lOOµm以上lµm

最小測定面積 7X7mm 

検量線メモリ数 特璽

測定単位 µmまたはmils （切換え可能）

測定値メモリ容量 膜厚測定値最大1500点

統計機能 測定回数•平均値・標準偏差•最大値•最小値・ブロック番号

表示 ドットマトリックス LCD 1甜i

外部出力 RS-232C準拠（転送速度2400bps)

電源 本体 ： AClOOVまたはDC9V （単3アルカリ電池 10本使用、回路部6本＋プリンタ部4本）、

プロープ ： DC7.5V（ボタン電池 LR44 5 本使用）プリンタ部 DC6V （単 3 アルカリ電池 4 本使用）

電池寿命 本体回路部30時間、プロ ーブ12時間

使用温度範囲 o-+4o℃ 

通信方式 260MHz帯電磁波による

寸法／重量 本体幅140X奥行250X高さ 80mm 1100g 、プローブ幅26X奥行38X高さ 134mm 80g 

付属品 鉄索地 ( 1個）、無限大調整用ダミ ー (1個）、標準板 ( 1 セ ット 6枚） 、 単3アルカリ電池 (10本）、ボタン電池 IR44(5本）

ボタン電池ホルダ (1個）、プローブアダプタ (1個）、取扱説明甚、ACアダプタ (1個）、プリンタ用紙 (2個）

オプション プロー プ接続ケ ー プル、 コンピュータ接続ケーブル、プ リ ンタ用紙 （消耗品）
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3. 測定原理

電磁式Feプローブ（磁性金属上の非磁性被膜の測定）

交流電磁石を鉄（磁性金属）に接近させると、接近距離によっ

て、コイルを貰＜磁束数が変化し、そのためコイルの両端にか

かる電圧が変化します。 この電圧変化を電流値から読み取り、

膜厚に換紅します。
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4. 各部の名称

く本体＞ 前面 裏面

表示部

キーボード

＜側面＞ 電池ボックス

クリップ

〈プローブ〉

←受信アンテナ部

チャンネル No表示／ Fe , NFe 識別シール

(Fe: 電磁式）

←パイロットランプ
電源スイッチ

AC アダプタ‘ノケット

~ ◄ プローブコネクタ

- RS-232C 出力端子

~ 霞源スイッチ

夕プダフ

-
-
＿
圃
↑
ァプ

戸
〗

i

• 部定測

コネクタキャップ

●オプションのプローブ接続

ケーブルを用い、従来の有

線タイプとしても使用する

ことが可能です。
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5. 付属品

く付属品＞

こ 口塁ダ虞言畜7
鉄素地 無限大調整用ダミー 標準板 (1 セット 6 枚）

ご
ソフトケース

プローブアダプタ

二 0 ggggg ｀ ロロ電池（単 3 10 本） ボタン電池ホルダ ボタン電池 LR44
5 本

取扱説明舌
AC アダプタ

プリンタ用紙

〈 オプション〉

□9 ｢ 口ロ
コンピュータ接続ケーブル プローブ接続ケーブル プリンタ用紙（消耗品）
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I 6. キーポードの説明

二リセット・キー
本器は、屯源を ON にしたまま 15分間使用しないと、屯力消費を最少にするためにスリープ ・モードになり、 表示部

は ‘‘SLEEF’’' と表示します。 スリープ状態を測定状態に復帰させるときには［ここ］キーを押します。

ニキャリブレーション・キー
キャリブレーション（調整）を行なうときに押します。

エンター・キー

DATE 、 LOT、 CAL、 DEL、 LIMIT操作で数字を入力するときに押します。 また、 BR、 FR、 BINC 、 AC を用いた後で、

次のステップに進むときに押します。

ペーパーフィード・キー

プリンタの紙送りをする場合に押します。

-8-



□ プリンタ・オン、オフ・キー
プリンタの電源スイッチです。 このキーを一度軽く押すとプリンタの電源が入り、表示部の左端の“* '’マークが“#”

マークにかわります。 この状態で測定すると測定値をプリントアウトします。 プリンタを OFFにするには、再度この

キーを押してください。

□ クリアー・キー
数字データを入れ間違えた場合などに押します。

-9-



ニファンクション・キー（役目キー）
二璽定義キーのファンクション ・モード（ 日付、ロット番号、統計結果等）を用いるときに押します。

ファンクションモードは次の種類があります。

ロ デイト・キー（日付キー）
日付を入力（プリント）するときに押します。

: 口yト・キー
ロット番号を入力（プリント）するときに押します。

W デリート・キー（消去キー）
誤つて測定した測定データをデータ ・メモリから除 くときに押します。

□ 元ック・リザルト・キー（ブロyク結果キー）
ブロック毎の統計計尊をするときに押します。

□ ファイナル・リザルト・キー（最終結果キー）
測定回数 N=l から最終測定回数までの統計結果を求めるときに押します。
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丁

口
:: 

閉
：

コンティニアス・キー

測定値表示をホールド・モード（表示固定）からコンティニアス・モード（表示変動）へ、またその逆にするときに

押します。

ブロック・インクリメント・キー（ブロック変更キー）

ブロック番号を変更するときに押します。

オール・クリア・キー（全消去キー）

記憶 している測定データや各種コメントを全て消去するときに押します。

単位変更キー

単位を fl m から mils に変更するとき、またはその逆を行なうときに押 します。

アプリケーション・ナンバー・キー

キャリブレー ション（検凪線）が記飽しているナンバーを確認したり、変更するときに押します。

リミット・キー

測定値の上限値、下限値を設定するときに押します。

データ・トランス・キー

記憶している測定値や統計計符結果、 コメ ント入力内容を RS-232C 出力端子から転送するときに押します。
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7. プロープ名部の機能
(1) 測定部

一点接触定圧式で安定 した測定が可能です。

(2) 電源スイッチ

このスイッチを押すと屯源が ON となり、もう 一度押すと

OFF になります。

(3) パイロットランプ

屯源が入ると点灯し、切れると消灯します。 ただし、屯源

が入っている状態でも測定部を測定面に押し当てている間

は、 屯池消耗を抑えるために消灯します。

屯池が消耗すると約 0.5 秒間隔で点滅 します。

(4) 電池ボックス

ボタン‘屯池 LR44 を 5本使用します。 収納方法は次項の「9.

測定準備」を参照してください。

(5) コネクタキャップ

オプションのプローブ接続ケーブルを使用し、本体とプ

ローブを有線で接続するとき取りはずします。

(6) プローブアダプタ
パイプなどの曲率面や、平面の連続測定のときに安定した

測定ができます。

(7) クリップ

作業服の胸ポケッ トなどに一時的に留めることができます。

-l2-

チャンネル No．表示／ Fe, NFe識別シール

クリ ッ プ

測定部 _J

プローブアダプタ

パイロ ッ トランプ

電源スイ ッ チ

電池ボックス

コネクタキャップ



8. 測定準備

(1) 電源の準備

lZ-200 の本体は交流 100 V 50/60Hz屯源またぱ屯池の両方が使

えるように設計されています。

①交流100Vを使用する場合

本体の屯源スイッチを OFFにし、付屈の AC アダプタのプラグ

を本体右側面の AC アダプタソケットに差 し込みます。 その後

に AC アダプタを 100V屯源コンセントに接続します。

②乾電池を使用する場合

本体の電源スイッチをOFFにし、裏面の屯池ボックスに＇屯池の

＋ーを注意して人れてください。

回路部 1.5V （単 3 アルカリ電池） X6

プリンタ部 1.5V ( ” ” ) X 4 

※電池は必ずアルカリ屯池を使って下さい。

③交流電源と電池を併用する場合

屯池を本体に収納したまま、 ACアダプタを接続すると、自動的

に AC屯源側から電力が供給されます。

-13-

プリンタ駆動用電池

匹閲
回路駆動用電池

回ー1 図—2



④プローブヘの電池のセット
ボタン ‘屯池 LR44 を 5 本、ボタン屯池ホルダに収め、それをプ
ロープの軍池ボックスに十一の方向に注意してセットしてくだ
さしヽ 。

ポタン電池ホルダヘの電池のセット

ボタン電池ホルダ

① 5個のボタン電池を平らな机
の上などで＋を下にして梢み

あげます。

② 屯池ホルダを電池にかぶせる
ようにしてセットします。

屯池ホルダの十一の方向に注

意してください。

プローブヘの電池のセット

スライドさせ開けます。

-14-

(2) アンテナを立てる
本体の受信アンテナを立てます。
通常は、表示面に対して垂直にして使用しますが、本体を手に
持って使用する場合などは、 平行にした方が受信惑度が良好に
なることもあります。 状況に応じて使い分けてください。



(3) 調整の準備

測定の前に必ず調整が必要です。 ただし、すでに測定のために

閥整を行った測定対象物と同一のものであれば、調整された検

鼠線をコンピュータが記憶していますので、これを呼び出して

測定します。

①隅整は測定対象物と同じ材質、形状、原みの「索地」を使用

します。 調整前に「索地」を用意してください。

◆ 「索地」には、メッキや塗装などの被膜のかかっていないものを 111 、意

します。 このような「索地」を本取扱，説明： 1｝では「ゼロ板」と呼ん

でいます。

②調整は、ゼロ板と標準板 （／厚 さが明らかにな っ ているサンプ

ル）を使って、最も精度のよい測定ができる「標準板 4点調整

法」で行います。

◆測定したい被II葵の彫さに合わせて、潤整する 3枚の椋準板の組み合わ

せを、表を参考にして選んでください。

(4) プローブの使い方

プローブは先端チップに一定荷重がかかる 「 1点接触定圧式」に

なっています。 図のように測定部に近い部分を持ち、すばやく、

プローブが測定面に垂直になるように押し下げます。

次の測定は、 一度プローブ先端を測定面から 10 mm以上離して行

います。 パイプ状のものや連続して平面を測定するときは、プ

ローブアダプタを用いると安定した測定ができます。

〈標準板の組合わせの例〉

◆（寸屈の椋準板は必ずしも下表のような値ではなく、実測した近似値

のものが入っています。

測定範囲標

0~100ｵm ゼロ板 10ｵm 40ｵm 100ｵm 

100-400,1.1.m ゼロ板 40ｵm lOOpm 400 p. m 

400-800,um ゼロ板 lOOｵm 400ｵm 7501.1m 

800-1500 11 m ゼロ板 750 /1 m 1000 pm 14001.1m * 

* 400 p mと 1000 ,u mの2枚の標準板を重ねて使います。

プローブの使い方

i
'
 

夕プダアブ口プ

-15-



(5) プリンタ用紙のセッ ト

プリンタ用紙収納蓋をとりはずしてから、プリンタ用紙の端を

ハサミなどで切り、その端をプリンタ用紙収納ボックスからプ

リンタに深く 差 し込みます。

次に、日キーを押し続けるとプ リ ンタ用紙を送り出すこと
ができます。

測定デー タや日付印字等をプ リ ン ト アウトしたい場合は、

キーボー ド部の巨〗キ ー を一度だ け軽く押し
て下さい。 LCD 表示部の左端“*”のマ ー クが “ # ” マ ー ク

にかわり、プリンタが使用できるようになります。

図—5

-16-



(6) キャリブレーション（調整）方法

本器は 4種の検屎線を設定 し 、それらを記憶させることができ

ます。

調整を行なう前に、その検凪線をどのアプリケーションナン

バー (APPL. No.）に入力するかを決めます。

電源 ON の後、自動的に前回使用した APL ＃に設定されます。

変更の必要がなければ ‘‘①検凪線を設定する番地 (APPL No.) 

を設定”を行わず次の手順に進みます。

-17-

①検量線の設定する番地 (APPL. No . ） を指定します。

番地は 1 、 2 、 8 、 4 の 4 種類があります。

く操作例>APPL.No. を 4 番に設定します。

手順 キー操作 表 ホ

① 二 * FUNIこ：T ICIt•4 KE'T’ 

② : * AFFL. Ho= 1:: 1~4 ::,•?` 
（数字は前のアプリケーション No.)

③ 口 :+: AF'F'L. tｷｷk,=4 

:+: FE 
入力完了

④ IDATA T口ANS I
ENT 

*** AFF’L. H=4* ** 
（印字例）



②キャリブレーション（調整）をします。

〈操作例〉 ゼロ板 ・ 標準板 (40 、 100 、 400 ,u m) 4 点によ る調整

（アプ リ ケ ー ション ナ ンバー ： No.4)

手順 キー操作 表示部 （表示例）

⑤ 二 r•1ASTEF! 1.HF 

⑥ 
, □ATA TRANS 

ENT * 2ERI二l

>
* ZERIごl ~：：：1.41-◄ Tり

⑦ * ZERIごI ~：：：1.21-•Tり. . 
. . 

⑧ 
| 口ATATRANS I

ENT :+: :::;TD1 

>
* ：三；TD1 41 纏 5 1-◄ 1"1

⑨ * ：三；TD1 4~:::1.51-•r--1 . . 
. . 

* ：三；TI直 4E1. ：三： I-平I

注： ⑦の索地の測定は必ず＊ ZERO の表示を確認 してから行ってくだ さ い 。

-18-

操作説明

プローブを無限大調整用ダミーに押し当てた状態で、

キーボードのENTキーを押します。

素地を5回ほど測定する。

素材によっては表示例とかけ離れた数値を表示しま

すが、 次の操作のENTキーを押せばZEROに自動に

セットされます。

素地に40µmの標準板をおき、 5回ほど測定する。

素材によっては表示例とかけ離れた数値を表示しま

すが、次の操作のENTキーを押せば設定値に自動的

にセットされます。



手順 キー操作 表示部（表示例） 操作説明

⑩ I DATA TRANS I 
ENT * 1:」＝'？ ドT’.l

⑪ 口嘔］土］三〕 * 1:~=4~:::1. ~:::19? ド T’•I 標準板の値をキー入力する。

⑫ 
r □ATATRANS 

ENT * ：三；TD2

⑬ 

>
* ：三；TD2 1~:::15 F T••I 

素地に100µmの標準板をおき、 5回ほど測定する。

:+: STD2 1~:::12 1-•F1 素材によっては表示例とかけ離れた数値を表示しま
. . すが、次の操作のENTキーを押せば設定値に自動的. . . . にセットされます。

⑭ I □ATATRANS I 
ENT * 1:」＝ •?` ド T••I

⑮ □ -：ー団 * 1:」＝ 18E1•? P T・・1 標準板の値をキー入力する。

⑯ I DATA TRANS I 
ENT * ：三；TD：三：
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手順 キー操作 表示部 （表示例） 操作説明

>
* :::;TD::::: 42~3 

* ：三； TD：三： 412 
⑰ . . 

. . 

. . 

⑱ I DATA TRANS  I 
ENT 

* ＇ゴ＝．？｀

⑲ 口吋ロー団 * 1:4=4ElEl 

⑳ I DATA TRANS  I 
ENT 

* tｷｷF 

《注》 ● キャリブレーショ ン時の測定値は平均値を表示 しま

す。
Xi 

N 

● 標準板の原さをキー入力する場合、間違って数字キー

を押したときは訂正用の［〗キーを押して再入力し
てください。 ただし、 口こ戸|キーを押した後では、

修正はできませんので再度［こ□ キーを押し、はじ
めからやり直します。

F T’•I 素地に400µmの標準板をおき、 5回ほど測定する。

ド T’•I 素材によっては表示例とかけ離れた数値を表示しま

すが、次の操作のENTキーを押せば設定値に自動的

にセットされます。

1-• T’•I 

ト→T••I 標準板の値をキー入力する。

アプリケーションNo.4に検量線の入力が完了しまし

た。

● 測定ミスがあった場合などは、 再度□三□キーを押し、はじ

めからやり直します。

• 同じ厚さの標準板で（たとえばSTDl と SfD2) 2 点による調

整を行なうと、 表示部に “ *#ERFOR " と 表示 します。 そ

の場合は、再度丘三〗キーを押し、はじめからやり直しま

す。
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9. 測定方法

(1) アンテナを立てる

<
(2) プローブ電源ON

プローブ電源を ON にします。

〗電源スイノチ
(3) 本体の電源ON

電源スイッチを ON にします。

一
日
日

(4) チャンネル番号の確認をします

(5) 調整

測定に移る前に、その測定対象について

すでに調整が行なわれているか確認しま

す。 未調整のときは調整操作を行ない、

検拭線を登録します。 （⇒ P17)

(6) 測定値メモリの消去

過去に測定したデータなどを継続して

使用する場合をのぞいて、測定値メモ

リに記憶しているデータをすべて消去

します。 （⇒ P26)

□ —~-
(7) プリンタの接続

* 
11 井

戸キーを断続的に押すと LCD に＊
マークと＃マークが交互に表示します。

＃マークの時プリンタが使用できます。

(8)APPL. No．の選択

• （例） No.3

二ーロゴロ
4種類の検凪線を設定、記憶しておくこ

とができますので、測定しようとする同

一索材で調整し、設定したナンバーを選

択します。
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(9) 日付•口y卜番号などのコメントの入力

日付、上 ・ 下限設定、ロット番号などコメントを入力します。

◆例 ： ロット番号 125 を人）J

LOT 

FUN 
.. 

B 一
B.INC  

ー .. A.C 

巨！ 一
F.R 

巨i ー
DATA TRANS 

ENT 

(10 ) 測定

o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
 

プローブを測定面に垂直に当たるように、すばやく押しさげます。 次の‘測定は、 一度プローブ先端を測定面から 10 mm以上離して行

ないます。

◆祖ll定中、表示部に RAMIS FULL と表示 したときは、枇ll定値メモリがすべて使川 r |l です。 「オールクリア」 （⇒ P.26) をして、再訓Il定します。

◆また OVER RANG は、 JI葵厚が測定可能な範圃に人っていない場合に表ぷします。
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(11) 典型的な測定例

キー操作 表示 印字

① 口こ］旦旦］口戸］已］図
ロロロ亨

② □□言〕ビ］げ］団
口図口

③ じこ］図已〕 I ゜^TE^心ア

④ □三〕□〕□〕戸］旦旦〕已〕

①一 ：＋ ·ャ＊ ［：＇PTE 兌． In. 1 7 :I.." 

⑤
 

測定. 

⑥ ビーロ
⑦
 

ーブロック番号を自動インクリ

メントさせる 。

# DAT E ・ヨ5 • 1E1 • 17  

井·↑=1ElEl•? ド T’•I
| ②―仁： ・ヤ ：令： l」 . L I t•I I T = 1 00 un, 9::K 

冷：：ヤ L. L II•I I T=5n •.m,:t.:t. 

# ·• =5Er?’ P T••I 

# APPL. tｷｷk,=1? ③冷． ：＂• RFFL. "o= 1 :＇w :ヤ

井 LOT 'ヨら：::::21? ④←— ：十：：9：：十： LOT ?6321 ♦: 9- ：令：

# FE t·-~=~：：：1E1E11 ：三：：3. 71-•F1 

# BF.: t··~=E10~31-~3E1E15 

# B. I t··~Iご： E:=~:::12 ? 

# FE 

l

l

l

l

l

 

o
n
-
n
-
n
-
n
ｭ

=———————— 
B
E
B
B
B
 

ー

2
r
-
4
U
J

n-C-IJn:

_"

C-C-C-n-nｭ

O
C
-
n
-
n
-
C
ｭ

=-==-—-= 
l

l

 
•• 

,
1
1
 

`
＇

•
I
I
I

し/
 

83. 7um 
83.41.lm 

85.8um 
56.8um 

83. l•.1m 

( • — ELI:ICI:: F:ESULT 
tl = OI301-9095 

E: = (II 
A•-.-'= 79 • 41・ヽm

•E = 11. 2し』m

Ma:,<= 85. 8um 

Min= 56.01.』m
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⑧
 

測定. 

⑨ □□□〕~I゜ATÊ:,；ぷ— 一過去のデータ

の消去

⑩ □三〕ロ

ロープロック番号を任意の
C 番号に設定する

⑫
 

測定. 

一過去のデータ

の消去

⑭ 定.. 測

⑮ 口こ］ロ

ロ
⑯ □三□旦］

社
＂

井
社
~
社
~
社
~

杜
~
井
社

~

社
＂
井
社
~
社
~

社
＂

FE t·-~=E1E1~：：：1ら* 1::::21-•1""1 

DELETE 

E:R 

E:. I t··忙 lご

B. I t··~Iご：

E:. IHE: 

r••4=E名｀

t--4= E1E1E16-E181Et 

E:=E1:::: 

H = •?’ 

E: ＝'ョ·?

FE t--4=~:::1E111 

.=̀ 

c:-,ー，．一，.—’'='• ·二， I-iT••I

. 
r•4=~3~：：：11 ：三：＊ 7. 41-•F1 
DELETE t·-~=? 

FE 

E:R 

FE 

FR 

r••4=~3E11::::: 5：三：． 41-•Tり

H=~:::1~:::111-t:1t:115 

( • — FItlHL 

58. ご, 1.Im

5:3.4•.,m 

7. 4'ｷ'"' 
()ElETE 

5:3. 41.In 

85.Sum 

57. 9•.1m 

r••4=~3E115 

⑦ l 

三三日［三"=1)1)18 8=92 8's. oum 

⑨ ll=る C1ELETE

⑩-「―
BLI]I:f •'. PE訊ILT

t1 = Qogs-0919 

8 = 02 

A•.., = 78. 1•.tm 
.z = 1 1. 2I.lrr, 

i·l3::<:= :3•S. o1.lm 

⑪ | 
Min= 5:3. ,,•Im 

三：: : :; :; : •: : : t.,; 
tl= [" 3 1.: E=9', 

( tl=OOl3 

三：: ：芯:: : : : : : "=0015 E:=Q·;, 
( • eLOl:•9< F:E,SI•ILT 

ti ::: 0011-0015 
8 = Q’.3 
日'·, =,$.3. 71.1m 

z. = 10. ?I,Im 
M3>::= 85. ，弓,.,m

l'lin= 57. ?um 

F:ESUL T 

ti = 0015 
日’·-'= 7.3. lum 
Z = 1.3. I I.Im 

r•1ョ >:: = 8る． 01.1m

Hin＝忠S ． nun

-24-



l 0. ファンクション・モードの使い方

DATE （日付） LOT（ロット番号）

日時をプリントアウトする場合に用います。

プリントアウトする場合は戸月キーを押し、 LCD表示部左端の
“ * ”マークを“#＂マークに変えます。

コメントの数字を諒って入力したとき l叶／］キーを押して再度
数字を入力します。

（操作例〉 1995 年 10 月 17 日を入力する 。 (8 桁まで入力可能）

キー操作

こ

旦l

ロロロロ
団ロロロ

ENT 

表 ホ

# FUt··JI二： T Iot··J 卜:::E'T’

# I伯TE ・？

# I伯TE'ヨ5.1E1. 17? 

＊＊＊工l白TE‘ヨ5.1E1.17:+::+::+:

（→印字例）

-25-

ロ ッ ト番号（数字の コ メント）をプリントアウトする場合に用

います。 使用方法は DATE （日付）と同じです。

測定の途中でロット番号を変更しますと、それ以前のデータは

すべて消去され、測定回数は N= 0001 からはじまります。

〈操作例〉 6513 を入力する 。 (9 桁まで入力可能）

キー操作

口

w 
ロロロロ

ENT 

表 ホ

# FUt··l tごT Iot··l 卜：：： EIT’

# LIこIT ・ア’

# LOT ら51:：：：F’

*** LOT E, ·51 ：三：＊＊＊

（→印字例）



A.C （オール・クリア）

すべての測定データを消去する場合に用います。

ｵ m/mils （単位変更）

測定単位を µmからmils(milsから µm) に変更する場合に押します。

〈操作例〉

キー操作 表 ホ

《操作例〉

キー操作 表 ホ

ロ
w
 

# FUNCTiotｷｷl kE'r' 二
図

# FUt--llご：TION 卜::：E'r'

井白． C： H=E1E1E11•? # " T••1ils " •? 

# FE 井 FE

測定データの単位は、 mils になります。

再度 µmに変更する場合は、同じキー操作を繰り返し行います。
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LIMIT （上・下限）

測定膜厚が特定の範囲内に収まっているかどうか判断するとき

に、この上・下限を設定します。

上 ・ 下限範囲から外れた測定データには屯子音がなり“!”マー

クを表示します。

〈操作例〉 上限値↑ 100ｵm 下限値 ↓ 50µm ］を設定する。
キー操作 表 ホ

二 # FUN1ご： T ICIt••i KE'T’ 

口 I#• • =•?’ PTｷ-1 

口 I#• • ='ア’ P T••I 

口団□ 井↑＝1~3~1•?‘ ド T’•I

ENT 
# .• = •?’ F TｷｷI 

口 井・↓＝•？ PTｷ91 

：図 I # .•·=5E1? ト叩1

**Ll. LIt•1I T=1E1E1PT’•I** 
*(•* 印字例）

**L.LIMIT= 5E11-•F1 

DELETE （デリート）

誤って測定した測定値を、統計計尊のデータに入れたくないと

きに用います。ここでは以前に求めたブロック統計計尊結果の

変更はでき ませんが、データ転送時にデリートした測定値を除

き再計尊し出力します。

〈操作例 1 〉 測定を誤った直後にそのデータを消去する場合

キー操作 1 表 示

ニ
ロDATA TRANG  

ENT 

# FUt··侶T ICIt•4 1-:::E'T’ 

# DELETE tｷｷl=? 

# FE 

（ ↓印字例）

iｷｷl=OOi:11 E:=01'ユ9'+ •・3um
tl＝印灰i.2 E:=01 '茂，.:::um 
t·l=OI引33 E:=13 1 ・；＇ ’.3 ． 5:LIITI

tｷl=0004 E:=O 1 143 um 
tl＝印灰1→ [:9ELETE 

ti=("31:t• E:=l31 1|3l3,-91TI 
t1=l:＂31：1 弓 E:＝01‘.；Ki. 5I.』 ITI

上・下限の設定値を消去する場合は

こ＿□-□-□-口—
の順にキーボードを押します。

この例では “N = 0004 、 B=Ol 、 143 1.1 m" を測定した直後に

デリート操作を行うので、 N = 0004 はすべて消去されます。

従って次の測定は N = 0004 から始まります。

ファイナル・リザルトを行うか、またはロット番号を変更する

とそれ以前のデータのデリートはできません。
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〈操作例 2〉 測定後、任意の回数（例． N=4) のデータを消去

する場合

キー操作

二
; 
口
ENT 

表ホ

# FUt·•jlこ：TION 卜::：E1T1

井 DELETE tｷｷl=? 

井 DELETE tｷｷl=4 

井 FE

↓印字例

t·l=(屯01 E:=01 15. $•,.』 ITI

tl=0002 E:=1)1 16. ．さ l.』 ITI

H=[9E9E93 E:=£1 1 1 も．•；し』 ITI

H=8E"34 E:=81, $•$. 4I.m, 
H=0005 E:=O 1 1 7. 31.m, 

H=4 [,ELETE 
l·l=O(H),~. E:=01 1 7. 3•.m, 

この場合“N=0004、 B=Ol 、 66.4,um"のデータば消去されますが回

数は変わりません。従って実際の測定回数はデリート操作回数だけ少

なくなります。

B. INC （ブロソク・インクリメント）

ブロック・リザルトを求めずにブロック番号を次のブロックや、

任意のブロックヘ移動させて測定を続ける場合に用います。

《操作例 1 》 ブロック番号を 1 から 5 へ移す場合

キー操作 表 ホ

口 # FUt--11二：T Iot·•j 卜::：E111

口 I# B.It--lC B=E11? 

※ロ I# B. INこ： E：＝ •7’

口 # E玲•IN1ご： B=5?

—~ --~ ~ __ 1 
# FE 

※次のブロックヘ移す場合（例えば 1 から 2へ）は［□キーと
：キーを押さないで直後「：戸キーを押します。
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BR （ブロソク計算結果）

ブロックごとの統計計邸結果を求める場合に用います。 ただし、

ブロック内の測定データ回数が 2回以上ないと統計計節はでき

ません。

〈操作例〉 (PRINTERON) 

キー操作 表 ホ

□ # FUNCT I ot··l 卜:::E'T’

口 | # E:F: H=88ic:11-~38~35 

印字例• H=(tO(t 1 8=01 87. 21.1m 

1ｷ1=0002 8=01 ：路．ふ．＇＂’
H＝印引33 E:=(11 :37. 41.m, 
H=む:104 E:=O 1 ::::3. 21.m, 

H=。（105 E:=IJ 1 87. 61Jm 

E:LOCK F:E::;IJL T 
t•l = (:"381-C1995 
B = 81 
日’J = 87. 41.』 ITI

s = 8. 5IJm 

Max= :::8.21.m, 
Min= 86. 6UnI 

（プリントアウトしないで統計計尊結果を求める場合は

□ キーを順に押して求めます。 ）
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次の様作に移る場合は□□汀キーを押します。

# E:.I HIこ： B=E12?

ここで再度口ご〗キーを押すと、ブロック番号は自動的にイン

クリメントされ B =02 に移ります。

ブロック番号を任意の番号へ移すときは、 一度じ〗キーを押し
てブロック番号を消去し、新しいブロック番号を入力し□旦戸l
キーを押します。

〈統計計算内容〉

測定回数 N 

プロック番号 B

平均値 AV 

標準偏差 s 

最大値

最小値

Max 

Min 

〈 統計計算方法〉

N 

Av＝上txi
N i=I 

N 
I 

S=1/ — L(Av-Xi)2 
N-1 i=l 

N 吼l)定回数

Xi: 測定データ



F.R （ファイナル・リザルト：全体の統計計算結果）

測定回数N=OOOlから最終回数までの全体の測定データの統計

計符結果を求めることができます。

操作はプロック ・リザルトと 同様でじ〗キーの代わりに［〗
キーを用います。

ファイナル・リザルトを求めてもそれまでのデータは記憶し続け

ます。 従ってデータ転送によ って出力させることができます。

CONT（コンティニアス）

通常、測定値はホールド（表示固定）しますが、測定値が不安

定になりやすい複雑な形状物の測定は、ホールドを解除し コ ン

ティニアス・モード（表示変動）にして、調整や測定を行いま

すと安定した値が得られます。

〈操作例〉

キー操作 表ホ

:+: FUt--11こ： T ICIt••4 1-:::E'T’ 

□
ロ *

 

ホールド解除後のキャブレーション（調整）手順は 8 - (6) と

同様です。 ただし、手順⑦、 ⑨、⑬、⑰の項目については、プ

ローブを測定面に押しあてたまま表示部が安定したとき、 ENT

キーを押せばブザー音とともに入力されます。 ここで再度ENT

キーを押し「d=」を入力します。

測定値をプリントアウトしたい場合はプリンタを ON （表示部

左端‘‘#” マーク確認）にしてプローブを測定面に押しあてた

まま ENT キーを押します。

再度ホールドに変更する場合は、同じキー操作を緑り返します。

（注）ホールド設定表示 ： * FE 

ホールド解除表示： * 
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DATA TRANS（データ転送）

測定値や統計計窮結果、入力された日付、ロット番号などは内

部に記憶されており、 RS232C によ っ て出力させることができ

ます。

（操作例〉

● データ転送を行うと統計計窮をやり直して出力を行います。

従ってブロック計邸を実行したあとに測定値のデリートが行

われた場合は、内蔵プリンタによる計符値とは異なります。

〈計算例〉

キ 操 作 表 ホ

口こl

:::,:1 g u nl 

:::42 >Affl 

:342 ~• fl•I 
7'3 1 uro 

# FUt··l lごTION 卜::: E'T’

I泊T白 TF.:白t··J ：三；

# E:R t··l=E1E1E11-E1E1E1:::: 

# E:R t··」 =E1Eji：：：14-E11：：：1E15

# FF.: t--l=13E1E15 

:•i =888 : B= 1 
.. 」＝g g 8 2 3 = ; 

;'i=OC1,33 3= i 

:••=[18[14 ::= 1 

t:L1瓦： ；：： ?E::; iー' -7

‘i = 88B 1 -8 8~3 4 

3 = (11 
白 1_） = :3 :9 以 N

::: = 2?.l um 
日 H:：1: = :342 ‘.ir(I 
',1 I 卜i = ?'3 <. u rfI 

•.l=4 9 ：：：し こ TE

内蔵プリンタによるデータ

N=0001 B= I :300 um 
N=0002 B=l 842 um 
N=0競3 B=l:342 I.Jm 

N=4 DELETE 
lLOCK RESULT 

N = 8El81 -
B = 01 
AV = 828 um 
S = 24.2 um 
MAX= :342 um 
MIN= 800 um 

データ転送によって出力されたデータ
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l l. 測定•取扱い上の注意

(1)測定対象の素材の確認をしてください
測定前に測定対象の索材を必ず確認して、測定可能かどうか判

断してください。

(2) プローブは傷つけたり汚したりしないようにご注意ください。
プロープ先端のチップを傷つけたり汚れを付着させたりすると

正確な測定ができません。 プローブを測定面に叩きつけたり、

押しつけたまま横にずらしたりしないでください。 また、測定

後はプローブ先端を柔らかな布を使ってアルコールなどで清掃

してくださしヽ。

(3)標準板は大切に扱ってください。
標準板は、精密に厚さが測られています。 傷ついたり折れ曲

がったりしたものを使って調整すると 、 正確な測定ができませ

ん。 特に、最も薄い lOµm の標準板の消耗にご注意ください。

ご使用の過程で、標準板が傷んだ場合は、本器をご購入いただ

いた販売店にその標準板の厚さを指定して、新しいものをお求

めください。 その際、新しい標準板が旧標準板の厚さと若干異

なる場合がありますが、調整での不都合はありません。

(4) 電圧低下警告の表示が出たら、すぐに電池を交換してく

ださしヽ。
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①「.9;」が点滅の場合
本体およびプリンタ部の両方とも電池が消耗していま

す。

②「*」が点滅の場合
本体部の電池が消耗しています。

③「#」が点滅の場合

プリンタ使用のとき点滅し、本体部かプリンタ部の電池

消耗を知らせます。

□ キーを OFFにし“*＂マークが点滅していない場合
はプリンタ部の電池が消耗しています。



（注意） ①電池（単 2) が消耗しても検砿線のプログラムはメ

モリバックアップ電源を利用しているため、消えず

に残っております。

②電池交換の場合は必ず電源スイッチを OFF にして

下さい。

③電源ONのまま、約 15分以上測定しないと、 LCD表

示部は電池の消耗を防ぐために “SLEEP" の表示

が出ます。

この状態では測定できませんのでじこ己キーを押
してから測定して下さい。
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(5) プローブのパイロソトランプが点滅したら電池交換をして

くださし‘°
このような状態で測定やキャリブレーションを行うと、動作途

中で電源電圧がさらに低下して電源が切れることがあります。

これは測定時の電力消黄が比較的大きいため電池電圧の低下が

大きくなるためで、新しい電池と交換する必要があります。

◆紙やフィルムの原さの測定

紙やフィルムの厚さも、金屈索地で閥整した後に、その索地の上に

のせて測定すれぱ求められます。

(6) プローブと本体との間のデータ転送を無線で行っている

ため、プローブと本体の間に遮蔽物があるとき、あるいは強

力な電磁ノイズが存在すると正常なデータ転送ができなく

なる可能性があります。

このような場合はプローブを測定対象や索材（ゼロ板）に押し

当てても測定できないか、測定まで非常に長い時間を要します。

オプションのプローブ接続ケーブルを用い、プロープと本体側

をつなぎ有線転送として使用してください。 またこのときはプ

ローブの電源はプロープ接続ケーブルを介して本体から供給さ

れるためプロープの電池は不要となります。



12. ソフトケースの使い方
本ソフトケースは、いろいろな状態の現場での作業に適用でき

るように作られていますので、測定環境に応じて次のような使

い方ができます。 測定中のキー操作はすべて透明なビニールカ

バーの上からできます。

1 ．腰に巻つけて使う場合

図 -2

図 ー 1

II 一 I --
2．肩からさげて使う場合

回 -3 ヽ！ 図 -4 じ 11 , 1

3．手でもって使う場合

図 -5

4．小雨や強風時に使う場合

図ー 7 のようにプリンタ部に透明

なカバーがかけられる様になって

います。 尚、測定器自体は防滴使

用ではありませんので小雨の中で

長く使用 したり大雨時の使用は避

けて下さい。
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図 -6

I, 

図 -7



13. プロープ接続ケープル（オプション）の使い方
本器はワイヤレス方式の他、オプションのプローブ接続ケーブ

ルを使用すると有線方式としても使用することができます。

このようなときに有効です。

①周囲に強力な電磁ノイズの発生源があり誤動作してしまう

とき 。

②プローブと本体の間に屯波遮蔽物があるとき 。

③プロ ー ブの‘屯池が消耗してしまい、スペアの手持ちが無い

とき

接続方法

本体およびプロ ーブのコネクタキ ャップをはずし、プローブ接

続ケーブルのコネクタを確実に接合させてください。

プローブ側のコネクタキャ ップを紛失しないように注慈してく

ださしヽ 。
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